
平成２５年度白幡地区避難訓練

災害はいつ起こるかわからない

逃げ地図づくり

地域の防災を考えよう

市を巡って見つけたホットな話題を
カメラで追ってみました。

９月１０日、緑海小学校の４年生は、東日本大震災で津波被害を受け
た木戸川の復旧工事が、どのように行われているのか見学に行きました。
これは、工事現場の見学や、工事を行っている人の話を聞くことで、身
近な環境への関心や防災に関する意識を高めてもらうために行われまし
た。
工事を行っている千葉県山武土木事務所職員、市内の建築業者か

ら、千葉県の津波対策や工事の詳しい話しがありました。児童は「この工
事の工夫しているところはなんですか」と質問するなど、熱心に地元の復
旧工事を見学していました。

緑海小学校校外学習

防災のこともう一度考えよう

１８競技２５種目にわたる山武郡市民体育大会が郡
内各会場で行われ、各市町の代表チームが熱戦を繰り
広げました。
山武市は、９種目で優勝するなど各種目で健闘し、３
年連続の総合準優勝に輝きました。

第６４回山武郡市民体育大会

３年連続総合準優勝に輝く

災害はいつ起こるかわからない

夏休み中の大富小学校で、奉仕作
業後に流しそうめん大会を行いました。
竹台はPTA 会長による手作りで、大
人も子どもも流れてくるそうめんを楽しそ
うに食べていました。（８月２４日）

一日限定で成東文化会館があそび
の広場に変身しました。ホールスクリー
ンでゲームをしたり、竹馬や竹とんぼな
ど昔懐かしい遊びをたくさん体験でき、
子どもたちは時間がたつのも忘れて遊
びに熱中していました。（８月１１日）

千葉ロッテマリーンズの応援のおねえさんとダンスを一緒に踊りました。踊っ
たのは、まつおこども園（写真右）とおおひらこども園（写真左）の園児たちで
す。おねえさんからダンスを教えてもらい、園児はとても楽しく踊っていました。
お遊戯室は熱気でいっぱいでした。（９月４日）

今年で５回目の千葉県建設業協会青
年部会山武支部によるボランティア活動。
今回は成東小学校で、高所の枝の伐採
や排水路の土さらい掃除などの清掃活
動が行われました。とてもきれいになりまし
た。（８月３１日）

９月２日、成東小学校の先生方がアナフィラキシーショック※から
児童の命を守るための講習会を行いました。
成東小学校薬剤師の野嶋さんを講師に迎え、アレルギーが起

きた場合の対処法として症状を一時的に緩和させ、ショックを防ぐ
ための自己注射剤エピペンの使い方について講習を受けました。
野嶋先生は、誰でも、いつでも起こりうると話します。「少しの症状

も見逃さないでください。事前に防げることも多いので。もし、症状が
起こった場合など、正しい知識を持ち行動してください」と先生方
に話していました。
※アレルギーの原因物質に触れる、あるいは食べたり飲んだりした後に、数分か

ら数時間以内に複数の臓器や全身にあらわれる激しい急性のアレルギー反応。

エピペン講習受講

アレルギーから命を守る

熱心に木戸川の工事説明を聞く児童

班に分かれて地図を作る参加者

３
年
連
続「
準
優
勝
」

エピペンの使い方を習う成東小の先生

夜間の避難訓練を体験する白幡区民
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12子男

14子女

12子男

女子 2 男子 3

男子 3 女子 1

女子 3 クレー射撃 4

1フルゴ4子男

1道弓2子女

3ーカッサ1子男

1スニテ1子女

男子 3 ゲートボール 6

女子 3 グラウンド・ゴルフ 5

2位順合総2

バレーボール

バスケットボール

卓球

バドミントン

相撲

柔道

剣道

野球

目種目種

ソフトボール

陸上競技

ソフトテニス

働いたあとのそうめんはおいしいね 建設業協会青年部の清掃ボランティアおねえさんとダンス のぎくあそびランド

白幡区は９月８日、午後６時から夜間の災
害の発生を想定した避難訓練を行いました。
区民は、各家庭から避難場所となってい

る鳴浜体育館（旧児童保健院）まで、徒歩
や自転車等で避難し避難経路の確認をしま
した。また、停電を想定し発電機の電源や市
役所のバルーンライトなどを使い明かりをとる
など、参加者は夜間の避難所を体験。
１９８人の参加者は、避難後市の消防防
災課、山武警察署の職員の講話を聴き、防
災意識の高揚を図りました。訓練時、懐中電
灯のほかに、水、タオル、ガーゼ、マスク、手
袋などの防災用品を持参した参加者や、震
災以後防災グッズを整備した人も多くおり、
防災意識の高さがうかがえました。

災害が発生した際に避難所まで高齢者の足でどのくらい時間
がかかるのか、行けるのか、わかりやすく地図におとす逃げ地図
づくりが９月７日に山武市役所で行われました。地域再生協議会
と市主催によるもので、２０人の参加者は、班に分かれ蓮沼地区
と山武西地区について、避難場所に歩いて到達するのにどのく
らい時間がかかるのか道路を色で塗り分けるなどの作業を行い
ました。
参加者からは「避難経路の確認をしなければ」「逃げ地図づく

りをどんどん地域でやっていったほうがよい」などの感想がありま
した。
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